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会議所は企業の要、地域の灯

2018 1
会員数968名

 

無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（0.5％）制度が利用できます!

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000 万円

返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.11％（平成 29 年12月 31日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人の
役員除く）が商業・サービス業は5
名以下、製造業・その他は20名以
下の小規模事業者

新年明けましておめでとうございます
新会頭に石渡和男氏を選任
～第24回臨時議員総会を開催～

館山信用金庫と日本政策金融公庫が
　　　　協調ローン「めばえ」をスタート

◇新年のごあいさつ
『平成30年　年　頭　所　感』

日本商工会議所　会頭　三村明夫

『館山市を「日本で一番住みやすいまち」に』
館山市長　金丸謙一

『平成30年　新年のごあいさつ』
千葉県知事　森田健作

まちの視点　皆が吉となる店
平成29年度千葉県特定最低賃金改正について



会 議 所 だ よ り
平 成 30 年 1 月 10 日（2）

不動産登記　会社・法人登記　測量

〒294-0047 千葉県館山市八幡677番地
TEL.0470-22-1830  FAX.0470-23-8060

司　法　書　士
土地家屋調査士 佐野義雄事務所

司　法　書　士
土地家屋調査士 佐　野　義　雄

土地家屋調査士 佐　野　晴　信
司　法　書　士
行　政　書　士 佐　野　和　生

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します

　

当
所
第
24
回
臨
時
議
員
総
会
が

12
月
11
日
（
月
）
商
工
会
館
で
開

か
れ
、
辞
職
を
表
明
し
た
杉
井
繁

樹
会
頭
の
後
任
と
な
る
会
頭
の
選

任
を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
会
頭
に
は
副
会
頭
の
石
渡
和

男
氏
（
協
豊
自
動
車
工
業
㈱
会
長
）

を
選
任
。
ま
た
、
後
任
の
副
会
頭

に
は
常
議
員
の
丸　

淳
一
氏
（
㈱

ア
ス
カ
佛
商
会
長
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
た
。
任
期
に
つ
い
て
は
、

昨
年
改
選
を
行
い
、
平
成
28
年
期

も
１
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
に
残
任
期
間
の
平
成
31
年

10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

新
会
頭
に
就
任
し
た
石
渡
氏

は
、
「
会
頭
の
重
責
を
指
名
さ
れ

た
こ
と
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
杉
井
前
会

頭
の
方
針
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

私
の
持
っ
て
い
る
思
い
と
考
え
を

プ
ラ
ス
し
て
、
よ
り
一
層
の
力
強

い
商
工
業
の
発
展
を
実
行
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

新
会
頭
に
石
渡
和
男
氏
を
選
任

　
第
24
回
臨
時
議
員
総
会
を
開
催

新
副
会
頭
に
就
任
し
た
丸
　
淳
一
氏

新
会
頭
に
就
任
し
た
石
渡
和
男
氏

　

館
山
信
用
金
庫
（
以
下
「
た
て

し
ん
」
と
い
う
）
と
株
式
会
社
日

本
政
策
金
融
公
庫
（
以
下
「
日
本

公
庫
」
と
い
う
）
館
山
支
店
は
、

た
て
し
ん
創
立
90
周
年
に
向
け
た

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
両
機
関

の
創
業
者
向
け
融
資
商
品
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
た
新
商
品
「
め
ば
え
」

を
創
設
し
、
た
て
し
ん
と
日
本
公

庫
館
山
支
店
に
お
い
て
、
平
成
29

年
12
月
22
日
（
金
）
か
ら
取
扱
い

を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
安
房
地
域
に
お
い
て
地
域
金

融
機
関
が
日
本
公
庫
と
連
携
し
て

協
調
融
資
商
品
を
取
扱
う
の
は
、

初
と
な
り
ま
す
。

　

両
機
関
は
、
新
商
品
を
活
用
す

る
こ
と
で
館
山
市
の
創
業
支
援
事

業
に
お
け
る
資
金
調
達
面
の
支
援

を
一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
館

山
商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
、
館

山
市
で
創
業
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
、
す
で
に
創
業
さ
れ
て
い
る
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

①
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
ご
相
談

②
事
業
計
画
策
定
を
サ
ポ
ー
ト

③
両
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

館
山
信
用
金
庫
と
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

創
業
分
野
で
協
調
ロ
ー
ン
「
め
ば
え
」
を
ス
タ
ー
ト

～
安
房
地
域
初
の
協
調
融
資
商
品
～

融資対象者 ●創業予定の方　●創業後7年以内の方

融資方法 ●両機関による協調融資　●両機関の融資商品を活用 （審査は個別に実施）

融資限度額 協調融資計　2,000万円 （原則）

その他の条件等 両機関のそれぞれの定めによる

相談窓口
館山信用金庫　本支店

日本政策金融公庫　館山支店

＜お問い合わせ先＞

○館山信用金庫　経営支援部　経営支援課　　　　Tel：0470-22-8115（担当：込山）

○日本政策金融公庫　館山支店　　　　　　　　　Tel：0470-22-2911（担当：植薗）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て

５
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

各
地
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
当
所
事

業
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
年
頭
に
あ
た
り
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
西
暦
で
下
一
桁
が
７
の

年
は
、
過
去
に
金
融
に
関
わ
る
大

き
な
危
機
が
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
の
世
界
経
済
は
、

米
国
経
済
が
堅
調
に
推
移
し
、
欧

州
も
緩
や
か
に
回
復
、
中
国
で
は

高
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
と
軟
着

陸
に
向
か
っ
て
お
り
、
全
体
的
に

当
初
の
予
想
を
上
回
る
安
定
し
た

動
き
と
な
り
ま
し
た
。
わ
が
国
経

済
も
、
潜
在
成
長
率
が
回
復
し
た

と
は
い
え
ま
だ
１
％
程
度
の
実
力

の
割
に
は
健
闘
し
ま
し
た
。
し
か

し
持
続
的
な
成
長
に
向
け
て
構
造

改
革
の
推
進
と
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド

政
策
の
実
行
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
大
筋
合
意
や

世
界
の
貿
易
量
の
急
速
な
回
復
な

ど
明
る
い
話
題
が
あ
る
も
の
の
、

北
朝
鮮
問
題
、
米
国
の
保
護
主
義

的
な
政
策
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
動

き
な
ど
、
先
行
き
の
不
透
明
感
も

大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本

国
内
で
は
、
人
手
不
足
の
顕
在
化

が
、
賃
金
の
上
昇
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
、
ま
た
、
多
く
の
中
小
企
業

に
お
け
る
経
営
者
の
高
齢
化
、
地

方
経
済
の
疲
弊
な
ど
、
経
営
者
の

悩
み
は
尽
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
不
確
実
な
こ
と
が

多
く
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

時
代
の
中
で
は
、
民
間
企
業
の
経

営
者
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
各
々
の
経
営
者
が

「
企
業
は
何
の
た
め
に
、
誰
の
た
め

に
あ
る
の
か
」
を
考
え
、
そ
の
中

で
具
体
的
に
ど
う
行
動
す
る
べ
き

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年
、
ま
た
、

東
京
、
大
阪
、
神
戸
の
三
つ
の
商

工
会
議
所
が
設
立
１
４
０
周
年
を

迎
え
る
年
で
も
あ
り
、
自
ら
の
企

業
経
営
の
あ
り
方
を
振
り
返
る
好

機
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
資
本
主
義
と
民
間
企
業

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し

た
渋
沢
栄
一
翁
は
、「
論
語
と
算
盤
」

を
著
し
、「
道
徳
経
済
合
一
説
」
と

い
う
理
念
の
中
で
倫
理
と
利
益
の

両
立
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

理
念
は
商
工
会
議
所
の
精
神
的
な

支
柱
と
し
て
、
現
代
に
受
け
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。
経
営
者
の
皆
様

に
は
、
是
非
と
も
渋
沢
翁
の
理
念

を
自
ら
の
経
営
に
ど
う
活
か
す
の

か
、
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
大
き
な
時
代
の
変
化
の

中
で
、
平
成
30
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
私
と
い
た
し
ま
し

て
は
、「
中
小
企
業
の
課
題
解
決
が

日
本
経
済
の
成
長
に
直
結
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
の
信
念
の
も
と
、

以
下
の
よ
う
な
課
題
に
重
点
を
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
の
克
服
」

で
す
。
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
は
、

特
に
中
小
企
業
で
顕
著
で
あ
り
、

お
よ
そ
６
割
の
企
業
が
人
手
不
足

を
訴
え
、
こ
の
先
も
ま
す
ま
す
深

刻
化
す
る
こ
と
が
確
実
で
す
。
わ

が
国
に
お
け
る
人
手
不
足
解
消
の

た
め
に
は
、
女
性
、
高
齢
者
、
外

国
人
な
ど
の
多
様
な
人
材
の
活
用

と
と
も
に
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用

し
た
生
産
性
の
向
上
が
不
可
欠
で

す
。
商
工
会
議
所
と
し
て
は
、
会

員
企
業
へ
の
支
援
に
必
要
な
施
策

を
政
府
の
各
種
会
議
な
ど
で
要
請

し
て
い
く
と
と
も
に
、
支
援
事
業

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
外
国
人
材
の
さ
ら
な
る
活
用

に
つ
い
て
も
、
時
代
に
応
じ
た
抜

本
的
な
見
直
し
を
訴
え
て
い
く
所

存
で
す
。

２
点
目
は
、「
事
業
承
継
」
へ
の

取
り
組
み
で
す
。
昨
年
は
、
事
業

承
継
税
制
の
抜
本
拡
充
を
求
め
る

「
推
進
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

全
国
の
商
工
会
議
所
の
総
力
を
挙

げ
て
、
政
府
・
与
党
へ
働
き
か
け

た
結
果
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
商
工
会
議
所
の
意
見

が
多
く
盛
り
込
ま
れ
た
形
で
、
事

業
承
継
税
制
の
抜
本
拡
充
が
実
現

し
ま
し
た
。
改
め
て
税
制
改
正
の

実
現
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係

各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

中
小
企
業
の
事
業
承
継
は
、
単
な

る
相
続
の
問
題
で
は
な
く
、
世
代

交
代
に
よ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
、

生
産
性
向
上
、
地
方
創
生
な
ど
、

わ
が
国
経
済
の
成
長
に
関
わ
る
大

変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今

後
５
年
間
で
団
塊
世
代
の
経
営
者

30
万
人
が
70
歳
に
到
達
す
る
「
大

事
業
承
継
時
代
」
を
迎
え
る
中
で
、

商
工
会
議
所
と
し
て
、
事
業
承
継

税
制
を
は
じ
め
、
国
の
施
策
を
フ

ル
活
用
し
、
わ
が
国
経
済
を
支
え

る
中
小
企
業
の
円
滑
な
事
業
承
継

を
後
押
し
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

３
点
目
は
、「
地
方
創
生
」
へ
の

取
り
組
み
で
す
。
第
一
次
産
業
の

活
性
化
、
お
よ
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
み
な
ら
ず
国
内
観
光
を
含
め
た

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
・
地
方
の

活
性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

わ
が
国
の
魅
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
招

致
か
ら
続
け
て
き
た
大
会
成
功
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
、
商
工
会

議
所
の
使
命
の
一
つ
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
大
阪
・
関
西

に
お
け
る
２
０
２
５
年
国
際
博
覧

会
の
誘
致
も
強
力
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
は
、
上
述
の
課
題
を

解
決
・
克
服
し
て
い
く
た
め
の
１

年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
未
来
を
拓
く
商
工
会
議
所
」
と
し

て
、
日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
全

国
５
１
５
商
工
会
議
所
、
青
年
部
、

女
性
会
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
化
し
、
企
業
、
地
域
、
ひ
い
て

は
日
本
経
済
の
持
続
成
長
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

平
成
30
年　

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所

会　

頭　

三　

村　

明　

夫
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
渡
会
頭
を
は
じ
め
館
山
商
工

会
議
所
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
地
域
経
済
の

重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
商
工
業
の

振
興
・
発
展
は
も
と
よ
り
、
市
政
全

般
に
わ
た
り
、
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
月

に『
渚
の
駅
た
て
や
ま
』
の
来
館
者

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
五
年

足
ら
ず
で
百
万
人
を
突
破
し
た
の

に
続
き
、
七
月
に
は『
館
山
市
立
博

物
館
』
の
入
館
者
が
二
百
万
人
を
達

成
い
た
し
ま
し
た
。

　

教
育
・
子
育
て
の
分
野
で
は
、
四

月
の
小
中
一
貫
校『
房
南
学
園
』
の

開
校
を
は
じ
め
、
遠
距
離
通
学
支
援

と
し
て
、
館
山
お
さ
か
な
大
使
で
あ

る『
さ
か
な
ク
ン
』
が
、
館
山
の
海
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス

ク
ー
ル
バ
ス『
さ
か
な
ク
ン 

バ
ス
』

の
導
入
や
、
幼
稚
園
で
の
有
料
預
か

り
保
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、

学
習
・
育
児
の
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

　

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
四
月

か
ら
、
自
分
の
健
康
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
た
め『
た

て
や
ま
健
幸
ポ
イ
ン
ト
』
事
業
を
実

施
し
、
多
く
の
市
民
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
の
分
野
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
の
推
進
の
た
め
、
二
月
に
千

葉
県
と
共
に
台
湾
を
訪
問
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
十
一
月
に
は
、『
日

本
台
湾
商
会
連
合
総
会
』
の
定
例
総

会
が
千
葉
県
内
で
は
初
め
て
館
山

市
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
推
進
の
み
な
ら
ず
、
官
民
で

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
連
携
・
交
流
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

産
業
・
経
済
の
分
野
で
は
、
二
倍

を
超
え
る
高
い
求
人
倍
率
が
表
す

よ
う
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

は
、
経
済
活
動
停
滞
に
よ
る
活
力
低

下
に
繋
が
る
た
め
、
七
月
に『
ジ
ョ

ブ
サ
ポ
ー
ト
ｉ
ｎ
た
て
や
ま
』
を
、

十
月
に
は『
南
房
総
の
お
仕
事
さ
が

　新年のごあいさつ

館
山
市
を「
日
本
で
一
番
住
み
や
す
い
ま
ち
」
に

館
山
市
長

　
　

金　

丸　

謙　

一

し
ｉ
ｎ
東
京
』
を
開
催
し
、
Ｕ
タ
ー

ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
な
ど
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
も
、
館
山
市
を「
日
本

で
一
番
住
み
や
す
い
ま
ち
」
に
す
る

た
め
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

「
こ
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
、
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実

や
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
出

生
率
の
向
上
な
ど
少
子
化
対
策
に

繋
が
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

市
民
が
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く

り
、
自
分
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
関
係
者
と

行
政
、
市
民
が
職
域
を
越
え
て
連
携

す
る『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
医
療
』
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

「
市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
魅
力
的
な

観
光
資
源
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
企
業
誘
致

や
移
住
・
定
住
を
推
進
し
、
併
せ
て
、

創
業
支
援
や
雇
用
の
創
出
な
ど
の

事
業
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
増
加
傾

向
に
あ
る
空
き
店
舗
に
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
を
推
進
し
、

中
心
市
街
地
へ
の
人
の
流
れ
や
賑

わ
い
の
創
出
に
努
め
、
館
山
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
商
店
街
の
魅
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
が
管
理
す
る
街
路

灯
は
、
市
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
機
器
を

無
償
貸
与
す
る
こ
と
で
防
犯
と
あ

わ
せ
た
商
業
環
境
整
備
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

工
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
、
事
業
所
の
新
設
や
増
設
及
び
雇

用
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

『
館
山
夕
日
桟
橋
』
の
小
型
船
舶

係
留
施
設
の
増
設
工
事
は
、
今
年
三

月
に
完
成
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、

定
期
旅
客
船
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
等
の
係
留
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

『
渚
の
駅　

た
て
や
ま
』
で
は
、
海

に
潜
ら
ず
と
も
、
あ
た
か
も
館
山
の

海
の
中
に
い
る
よ
う
な
体
験
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｖ
Ｒ（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
を
導
入
し

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
今
月
か

ら
自
転
車
専
用
列
車
の
運
行
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
滞
在
時
間
の
延
長
や
観
光

地
の
周
遊
性
の
向
上
を
図
り
、
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
温
暖
な
気
候
と
手
つ
か
ず

の
自
然
が
残
る
ま
ち
で
あ
り
な
が

ら
、
近
年
の
道
路
網
の
整
備
に
よ
り

飛
躍
的
に
向
上
し
た
首
都
圏
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
を
活
か
し
、
市
内
の
各

種
事
業
者
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

外
国
人
旅
行
者
の
さ
ら
な
る
誘
客

を
図
る
ほ
か
、
経
済
交
流
の
推
進

な
ど
、
市
経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

　

『
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
に
向
け
て

は
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
に
向
け

て
、
オ
ラ
ン
ダ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
よ
り
積

極
的
で
実
効
性
の
高
い
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
は
、
災
害
か
ら

市
民
や
来
訪
者
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
、
市
民
の
皆
様
に
正
確
な

情
報
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
伝

え
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
や
津
波
浸
水
予
想

地
区
に
建
設
さ
れ
て
い
る
消
防
詰

所
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
建
て
替
え

を
進
め
、
消
防
団
拠
点
施
設
の
整
備

を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力

や
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

商
工
会
議
所
及
び
会
員
事
業
所

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
県
経

済
の
活
性
化
や
地
域
振
興
に
御
理

解
、
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の

４
年
間
に
重
点
的
に
取
り
組
む
政

策
・
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
新
総

合
計
画
「
次
世
代
へ
の
飛
躍 

輝
け
！

ち
ば
元
気
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

更
な
る
飛
躍
に
向
け
た
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
も
と
、
未
来
の
千

葉
を
担
う
次
世
代
を
見
据
え
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
千
葉

県
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
し
た

交
流
基
盤
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
活
用
や
更
な
る
魅
力
の
発
信
な

ど
、
横
断
的
な
視
点
を
持
っ
て
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
民
の
「
安
全
と
安
心
」
の
確
保

も
重
要
な
課
題
で
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
県
や
市
町

村
が
行
う
「
公
助
」
は
も
と
よ
り
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
「
共
助
」
が
不
可
欠
で
す
。
東

日
本
大
震
災
な
ど
の
教
訓
を
決
し

て
忘
れ
ず
、
県
民
、
事
業
者
、
自

主
防
災
組
織
、
市
町
村
、
県
な
ど

が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
防
災
力

の
一
層
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

「
災
害
に
強
い
千
葉
県
づ
く
り
」
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
犯
力
の
向
上
に

つ
い
て
は
、「
防
犯
ボ
ッ
ク
ス
」
が

こ
の
春
新
た
に
２
か
所
で
開
設
さ

れ
、
県
全
体
で
10
か
所
と
な
る
ほ

か
、
通
学
路
等
に
お
け
る
子
ど
も

の
安
全
確
保
に
も
活
用
で
き
る
よ

う
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
県
の
発
展
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備
も
重
要
で
す
。

成
田
空
港
は
、
昨
年
、
開
港
以

来
の
旅
客
数
が
10
億
人
を
超
え
ま

し
た
。
今
後
と
も
伸
び
続
け
る
国

際
航
空
需
要
を
取
り
込
み
、
日
本

経
済
を
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
第

３
滑
走
路
の
整
備
な
ど
を
含
む
更

　新年のごあいさつ

千
葉
県
知
事

　
　

森　

田　

健　

作

な
る
機
能
強
化
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
、
国
、

空
港
会
社
及
び
空
港
周
辺
市
町
と

連
携
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
御
意

見
を
真
摯
に
お
聞
き
し
、
空
港
周

辺
の
地
域
づ
く
り
も
含
め
て
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
外
環

道
）
の
千
葉
県
区
間
が
、
い
よ
い

よ
、
今
年
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
首
都
圏
や
県
北
西
部
の
交

通
混
雑
の
緩
和
や
、
地
域
の
安
全

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
（
圏
央
道
）
や
北
千
葉
道
路
の

未
開
通
区
間
に
つ
い
て
も
、
１
日

も
早
い
開
通
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

県
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

「
第
４
次
ち
ば
中
小
企
業
元
気
戦

略
」
を
策
定
し
、
小
規
模
企
業
振

興
を
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
る
な

ど
、
中
小
企
業
に
向
け
た
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

茂
原
市
と
袖
ケ
浦
市
の
２
つ
の
工

業
団
地
へ
の
立
地
促
進
や
、
空
き

公
共
施
設
等
を
活
用
し
た
取
組
み

な
ど
に
よ
り
、
戦
略
的
な
企
業
誘

致
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍

の
推
進
な
ど
「
経
済
の
活
性
化
を
支

え
る
人
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
組

み
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
一
層
、
千
葉
の
旅

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

引
き
続
き
観
光
公
衆
ト
イ
レ
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
県
を

訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
笑

顔
で
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
伝

え
る
取
組
み
を
オ
ー
ル
千
葉
で
進

め
、
本
県
の
魅
力
を
一
層
高
め
て

ま
い
り
ま
す
。

２
年
後
の
２
０
２
０
年
夏
に
開

催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
今
年

は
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
く
年
と
な
り
ま
す
。

７
競
技
が
実
施
さ
れ
る
幕
張

メ
ッ
セ
の
大
規
模
改
修
を
、
引
き

続
き
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

サ
ー
フ
ィ
ン
会
場
と
な
る
一
宮
町

釣
ヶ
崎
海
岸
に
お
い
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
の
活
用
も
見
据
え
た
自

然
公
園
の
整
備
を
本
格
化
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
競
技
の
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
や
障
害
者
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
高
ま
っ
た
大
会
へ
の
期
待
感
を
、

市
町
村
、
経
済
界
、
大
学
、
競
技

団
体
と
の
連
携
の
下
、
大
会
に
向

け
た
機
運
の
盛
り
上
が
り
に
つ
な

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
４
回
目
と
な
る
「
ち

ば

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

マ

ラ

ソ

ン

２
０
１
８
」
を
10
月
21
日
に
開
催

い
た
し
ま
す
。
今
回
の
大
会
で
は
、

家
族
や
仲
間
な
ど
と
気
軽
に
参
加

で
き
る
「
団
体
戦
」
を
導
入
す
る
な

ど
、
新
た
な
取
組
み
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
当
日
ま
で
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
ラ

ン
ナ
ー
や
応
援
客
の
皆
様
に
「
千
葉

に
ま
た
来
た
い
！
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
日
本
一
の
お
も

て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

誇
れ
る
よ
う
な
光
り
輝
く
千
葉
県

へ
さ
ら
に
飛
躍
す
る
た
め
、
本
年

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
商
工
会
議
所
及
び
会
員

事
業
所
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

無理なく節電！

発電機搭載ダイキンGHP
「ハイパワーシリーズ」

ガスエンジンを使って冷暖房を行うGHPは
電気エアコンと比べて消費電力を９０％削減

都市ガス・ＬＰガス
各種ガス機器 房州ガス㈱ TEL 22-2251

建物全体の受電電力が
大幅にダウンします！
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店
は
忙
し
く
な
り
、
働
く
ス

タ
ッ
フ
た
ち
と
の
意
思
疎
通
が
図

れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
も
こ
の

こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
。
吉
村
さ
ん
の

や
り
方
に
共
感
で
き
な
く
な
り
、

辞
め
る
ス
タ
ッ
フ
が
現
れ
始
め

た
。そ

れ
で
も
人
気
は
上
が
る
一
方

で
、
半
年
後
に
は
静
岡
市
に
３
号

店
を
開
店
。
富
士
市
に
あ
る
２
号

店
は
、
創
業
時
か
ら
苦
労
を
共
に

し
て
き
た
社
員
に
委
ね
、
吉
村
さ

ん
は
新
店
に
集
中
し
た
。

す
る
と
、
２
号
店
の
他
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
か
ら
店
長
に
対
す
る

苦
情
・
不
満
が
届
く
よ
う
に
な

る
。
吉
村
さ
ん
が
任
せ
た
は
ず
の

店
長
の
話
を
ろ
く
に
聞
く
こ
と
な

く
責
め
た
と
こ
ろ
、
店
長
は
辞
め

て
い
っ
た
。

「
今
思
え
ば
責
任
は
私
に
あ
っ
た

の
に
、
そ
れ
に
気
付
か
ず
大
切
な

社
員
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
会
社
は
ま
ず
社
員
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
会
社
の
目
的
だ
と
。
お
客
さ

ま
を
大
切
に
す
る
に
は
、
ま
ず
は

社
員
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」

そ
う
考
え
を
改
め
た
吉
村
さ
ん

は
、
規
模
拡
大
よ
り
も
地
域
に
愛

さ
れ
る
店
づ
く
り
の
た
め
創
業
１

号
店
を
売
却
。
繁
盛
ぶ
り
を
聞
き

つ
け
て
舞
い
込
む
出
店
依
頼
も
断

り
、
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
今
あ
る
２

店
舗
を
地
域
に
愛
さ
れ
る
店
と
す

商
い
の
目
的
は
何
だ
ろ
う
か
。

も
う
け
て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
。

そ
れ
で
店
数
を
増
や
す
こ
と
。
さ

ら
に
も
う
け
を
増
や
す
こ
と
。

果
た
し
て
、
そ
れ
だ
け
な
の
だ

ろ
う
か
。
確
か
に
、「
手
段
」
と

し
て
店
数
や
も
う
け
は
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
本
来
の
「
目

的
」
は
、
関
わ
る
人
た
ち
を
幸
せ

に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

累
計
70
万
部
を
発
行
す
る
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
『
日
本
で
い
ち
ば
ん
大

切
に
し
た
い
会
社
』
著
者
で
あ

り
、
法
政
大
学
大
学
院
の
坂
本
光

司
教
授
は
会
社
経
営
の
目
的
は

「
５
人
に
対
す
る
使
命
と
責
任
を

果
た
す
た
め
の
活
動
」
と
提
唱
す

る
。
そ
の
５
人
と
は
、
①
社
員
と

そ
の
家
族
、
②
取
引
先
（
社
外
社

員
）
と
そ
の
家
族
、
③
現
在
顧
客

と
未
来
顧
客
、
④
地
域
社
会
、
⑤

株
主
や
投
資
家
を
指
す
。
彼
ら
５

人
を
こ
の
優
先
順
位
で
大
切
に
す

る
こ
と
こ
そ
、
商
い
を
す
る
目
的

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
も
う
け
の
魅
惑
は
人

を
狂
わ
せ
る
。
い
つ
し
か
「
手
段
」

が
王
位
に
就
き
、「
目
的
」
が
従

者
へ
と
落
ち
て
い
く
。
も
う
け
を

優
先
し
て
大
切
な
人
た
ち
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
く
。
し
か
し
、

そ
の
先
に
待
っ
て
い
る
景
色
は
決

し
て
ば
ら
色
で
は
な
い
。

繁
盛
に
つ
れ
て

　
　
揺
ら
い
だ
絆

  

静
岡
県
で
地
元
農
家
の
有
機
野

菜
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
キ
チ

ト
ナ
ル
キ
ッ
チ
ン
」
の
オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
、
吉
村
直
也
さ
ん
も
、
そ

う
し
た
隘
路
に
迷
い
込
み
、
苦
し

ん
だ
一
人
だ
。

30
歳
で
脱
サ
ラ
し
、
そ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
経
験
の
な
か
っ
た
料
理

の
世
界
で
修
業
を
重
ね
、
自
分
の

店
を
持
っ
た
の
は
36
歳
の
と
き

だ
っ
た
。
料
理
人
と
し
て
は
遅
い

ス
タ
ー
ト
と
周
囲
か
ら
は
危
惧
さ

れ
た
が
、
妻
の
支
え
と
持
ち
前
の

継
続
力
、
そ
し
て
天
性
の
明
る
さ

で
起
業
を
果
た
し
た
。

し
か
し
、
開
店
初
日
の
来
店
は

わ
ず
か
２
組
。
開
業
当
初
は
客
数

も
伸
び
ず
、
も
う
け
る
こ
と
の
苦

し
み
を
味
わ
っ
た
。
そ
こ
で
吉
村

さ
ん
は
が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
。

チ
ラ
シ
を
つ
く
っ
て
近
隣
に
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
や
営
業
に
回
り
、
コ
ン

セ
プ
ト
が
知
ら
れ
始
め
る
と
業
績

は
向
上
、
３
年
後
に
は
２
号
店
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
ま
で
に
成
長
し

て
い
っ
た
。

皆
が
吉
と
な
る
店

まちの
視点

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
あ
な
た
の
今
が
〝
吉〟

と
な
り

ま
す
よ
う
に
」

取
材
に
訪
れ
た
富
士
店
の
駐
車

場
の
看
板
に
は
顧
客
と
ス
タ
ッ
フ

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

こ
う
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

愛
と
真
実

　
　
そ
の
結
果
の
利
益

  

取
材
後
、
食
事
を
し
な
が
ら
そ

の
味
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
ブ
ル
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
談

笑
を
聞
き
、
生
き
生
き
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
年
で
創
業
10
年
、
吉
村

さ
ん
の
商
い
に
も
う
迷
い
は
見
ら

れ
な
い
。

「
こ
の
店
が
輝
い
て
い
く
た
め

に
、
ス
タ
ッ
フ
や
お
客
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ

ん
取
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
何
よ
り
彼
ら
に
自
信
を

も
っ
て
語
れ
る
正
し
い
商
売
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
吉
村
さ
ん
は

言
う
。

継
続
的
な
繁
昌
と
は
、
関
わ
る

人
へ
の
「
愛
」
と
、
正
し
い
商
い

と
い
う
「
真
実
」、
そ
し
て
結
果

と
し
て
得
ら
れ
る
「
利
益
」
と
い

う
三
位
一
体
の
姿
に
こ
そ
あ
る
―

―
と
は
商
業
界
創
立
者
、
倉
本
長

治
の
提
唱
し
た
商
い
の
在
り
方
。

そ
れ
を
吉
村
さ
ん
は
教
え
て
く
れ

た
。

トータルでパッケージを提案します

あなたのお店あなたの暮らしを
　元気にするあれこれ便利なお店です

包装用品・商店用品・事務用品・家庭用品

tel0470-22-3274　fax0470-23-6888

株式
会社 杉  井  工  業  所
本         　　　社 tel0470-23-6076　fax0470-23-6328
営業本部・段ボール工場 tel0470-22-7421　fax0470-23-6888
八幡 配送センター tel0470-22-5311　fax0470-22-5312
http://kk-sugii. jp　E-mail：kk.sugii@yacht.ocn.ne.jp

丸高石油株式会社

☎0470
（23）8155

☎0470
（22）7221

ホームガスプラザ丸高

カーライフの
　ホットステーション

24時間体制で
　安心をお届けする

テックピット
ガーデン
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⑥
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い

　

回
さ
な
い

　

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
や
ア
プ
リ
で

パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
回
し
て
い
る

場
合
、
一
つ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
が
漏

え
い
す
る
だ
け
で
複
数
の
サ
ー
ビ

ス
や
ア
プ
リ
に
不
正
ロ
グ
イ
ン
さ

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
パ
ス

ワ
ー
ド
を
使
い
回
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑦
Ｏ
Ｓ
・
ア
プ
リ
の
更
新

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や
ア

プ
リ
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の

欠
陥
で
あ
る
脆
弱
性
が
発
見
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
脆
弱
性
を
悪
用

さ
れ
、
情
報
窃
取
な
ど
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
、
更
新
用
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
た
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
Ｏ
Ｓ
や
ア
プ
リ
を
更

新
す
る
。

⑧
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

　

ソ
フ
ト
の
導
入

　

不
正
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

な
ど
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

あ
ら
か
じ
め
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ソ

フ
ト
を
導
入
し
て
お
く
と
有
効
で

あ
る
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ソ
フ
ト
に
は
詐
欺
行
為
な
ど
を
行

う
不
正
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

抑
止
す
る
機
能
が
あ
る
た
め
、
よ

③
脅
威
や
手
口
を
知
る

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
詐
欺
行
為
に

よ
る
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

詐
欺
の
方
法
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
特
性
を
利
用
し
た
巧
妙
な
手
口

が
使
わ
れ
て
お
り
、
突
然
被
害
に

遭
う
と
、
焦
っ
て
し
ま
い
適
切
な

対
応
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

あ
ら
か
じ
め
脅
威
や
手
口
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
で
、
適
切
な
対
応

を
取
り
、
被
害
を
予
防
で
き
る
。

④
認
証
の
強
化
・
デ
ー
タ

　

暗
号
化
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

個
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
手
軽
に

持
ち
運
べ
る
半
面
、
紛
失
や
盗
難

な
ど
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
が
あ
る
。

万
が
一
、
紛
失
や
盗
難
に
遭
っ
た

場
合
に
備
え
、
認
証
強
化
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑤
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

　

利
用
は
リ
ス
ク
を
理
解

　

無
料
で
使
え
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
は
非
常
に
便
利
で
あ
る
半
面
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
盗
聴
の
リ
ス

ク
が
あ
り
、
通
信
に
含
ま
れ
る
機

微
な
情
報
が
窃
取
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
。
利
用
者
は
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
従
来
の

携
帯
電
話
端
末
と
比
較
し
て
高
度

な
情
報
処
置
機
能
を
持
つ
半
面
、

十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を

実
施
し
て
い
な
い
と
、
情
報
漏
え

い
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
の
被

害
に
遭
遇
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
独

立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
実
施
し
た
「
２
０
１
６

年
度
中
小
企
業
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
関
す
る
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
規
模
の
小

さ
い
企
業
ほ
ど
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
私
有

端
末
を
業
務
利
用
し
て
い
る
傾
向

が
あ
る
一
方
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ポ
リ
シ
ー
を
策
定
し
て
い
な
い
傾

向
が
あ
っ
た
。

　

爆
発
的
に
普
及
が
進
む
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用

し
つ
つ
安
全
に
利
用
す
る
た
め

に
、
企
業
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て
八
つ
の
基

本
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

増
大
す
る
ス
マ
ホ
の
脅
威

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
　
　

江
　
島
　
将
　
和
　
氏

①�

信
頼
で
き
る
サ
イ
ト

　

か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル

　

ア
プ
リ
の
中
に
は
故
意
に
ウ
イ

ル
ス
機
能
を
組
み
込
ん
だ
不
正
ア

プ
リ
や
ウ
イ
ル
ス
機
能
を
含
ん
だ

ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
で
開
発
さ
れ
た
不

正
ア
プ
リ
な
ど
が
存
在
し
て
お
り
、

気
付
か
ず
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し

ま
う
と
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

個
人
情
報
の
窃
取
な
ど
を
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。
ア
プ
リ
は
公
式
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
ア
プ
リ
に
許
可
す
る

　

権
限
の
確
認

　

不
正
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
な
い
た
め
に
、
た
と
え
公
式
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
信
頼
で
き
る
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ア
プ

リ
で
も
、
ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル

時
に
必
要
以
上
の
ア
ク
セ
ス
権
限

を
要
求
し
な
い
か
、
利
用
者
側
で

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

り
安
全
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧

で
き
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題
を
懸
念
す
る

声
も
あ
る
が
、
活
用
次
第
で
は
強

力
な
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
と
な
る
。

企
業
と
従
業
員
の
双
方
が
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

攻撃の手口 情報セキュリティー対策の基本

不正アプリ
信頼できるサイトからインストール

アプリに許可する権限の確認

誘導（罠にはめる） 脅威や手口を知る

盗難・紛失 認証の強化、データの暗号化、バックアップ

盗聴 公衆無線ＬＡＮの利用はリスクを理解

不正ログイン パスワードを使い回さない

ＯＳ・アプリの脆弱性 ＯＳ・アプリの更新

ウイルス感染 セキュリティーソフトの導入



会 議 所 だ よ り
平 成 30 年 1 月 10 日（8）

会議所窓口相談

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

千葉県産業振興センター

千葉県税理士会館山支部

ご相談のときは事前にご連絡下さい。 ご相談のときは事前にご連絡下さい。

法律・税務・商工相談 法律・税務・商工相談

法　 　律   千葉県産業振興センター■

税　 　務   佐藤　裕介　先生
　　　　    根本　嘉美　先生

商標特許   神崎　正浩　先生

■

■

会議所窓口相談

商工相談日

金融相談日

毎週水曜日

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

毎月第3金曜日

・日本政策金融公庫（10時～12時）

会議所窓口相談

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）

千葉県産業振興センター

千葉県税理士会館山支部

ご相談のときは事前にご連絡下さい。 ご相談のときは事前にご連絡下さい。

法律・税務・商工相談 法律・税務・商工相談

法　 　律   千葉県産業振興センター■

税　 　務   佐藤　裕介　先生
　　　　    根本　嘉美　先生

商標特許   神崎　正浩　先生

■

■

会議所窓口相談

商工相談日

金融相談日

毎週水曜日

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

毎月第3金曜日

・日本政策金融公庫（10時～12時）

平
成
29
年
度
千
葉
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
改
正
に
つ
い
て

～
６
業
種
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
18
円
か
ら
23
円
の
引
上
げ
～

館山法輪閣 アスカメモリアルホール
プリエ

故人様への最高の手向けは感謝の心
私たちはそう信じています

株式
会社 館山店

館山市北条301-1 ☎0470-24-3330 www.asuka.gr.jp
0800-800-5154通話料無料

ご相談・お問い合わせは 365日・24時間受付

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

　

千
葉
県
内
で
特

定
の
業
種
の
事
業

所
で
働
く
労
働

者
（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ

る
「
特
定
最
低
賃

金
」
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

支
払
い
賃
金
を

最
低
賃
金
と
比
較

す
る
場
合
、
賃
金

か
ら
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、
時
間

外
勤
務
手
当
、
休

日
出
勤
手
当
、
深

夜
手
当
、
賞
与
及

び
臨
時
の
賃
金
は

除
外
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

は
千
葉
労
働
局
賃

金
室
（
℡
０
４
３

‐

２

２

１

‐

２
３
２
８
）
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

業　　　種 改正額
（時間額） 発 効 予 定 日 改正前

（時間額） 引上げ額

特
　
定
　
最
　
低
　
賃
　
金

調味料製造業 ８８９円 平成 29 年 12 月 25 日 ８６８円 ２１円

鉄　鋼　業 ９３８円 平成 29 年 12 月 25 日 ９１５円 ２３円

はん用機械器具、生産用機械器具製造業 ９０２円 平成 29 年 12 月 25 日 ８８４円 １８円

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 

９０６円 平成 29 年 12 月 25 日 ８８７円 １９円

計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具・理化学機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光
学機械器具・レンズ製造業、時計・同
部分品製造業、眼鏡製造業

８８７円 平成 29 年 12 月 25 日 ８６９円 １８円

自動車（新車）小売業 ９００円 平成 29 年 12 月 25 日 ８８０円 ２０円


